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2017 年度 神戸 YWCA 標語聖句 心を一つにし思いを一つにして、固く結び合いなさい。（コリントの信徒への手紙一 1 章 10 節）

神戸YWCAビジョン　「一人ひとりが大切にされる社会」
2017年度活動目標　「共に社会を変える一歩を踏み出す」

梅澤 昌子
　機関紙をメルマガで配信するなど、会員同士のつながる
プロジェクトを立ち上げ実行し、YWCA の活動をもっと多
くの人に知らせたい。YWCA がより良い団体になるために
できることをいつも考え、実行していきたい。
小川 佐由理
　活動の中で、自分を大切にしなければ、他人を大切に出
来ないと思う。まずは、自分を大切に、次に私のまわりに
いる人、そして、これから出会う人を大切にしていきたい。
小野木 愛
　今まで築き上げられた神戸 YWCA をより良いものにす
る為に、今何が出来るか、先輩方と共に創っていきたいです。
掛橋智佳子
　昨年度から暗中模索、紆余曲折、七顛八倒？フェスもい
よいよ 6 月 11 日に開催です。多く人が出会い繫れるよう

な企画にしたいです。お力添えをお願いします。
東根順子
　YWCA の温かく自由な雰囲気のなかで、会員の個性を尊
重しつつ、他団体や会員外の人も共に、平和やいのちを大
切にする活動を歩んでいきたい。
野村 春美
　運営委員会で話し合われる課題は多く、すぐに答えが出
るものばかりではない。その中で、今年度のビジョンにも
あるように、一人ひとりを大切にする運営委員会であり、
会員活動にしていきたいと思っている。
山本 かえ子
　さまざまな社会的弱者の「ケア」に携わる人々が自らの
働きについて考え、エンパワーメントできる機会を提供し
たい。女性の権利擁護、非戦、成年後見など、社会福祉活
動や平和活動を支える取り組みをしたい。

　YWCA は、産業革命下のイギリス
で二人の人の出会いによって誕生し
ました。農村から出てきた女性たち
のために寄宿舎をつくったメアリー・
キナード。もうひとりは、生活が大
きく変化する中、神の前に静まる時
をもとうと祈祷会を始めたエマ・ロ
バーツです。YWCA が、ひとつの課

題に別の個性と方策でアプローチする二人の女性の協働に
よって立ち上げられたことに、深い意味を感じます。
　憲法、原発、地域、多文化共生など様々なテーマに取り
組むメンバーの集合体が神戸 YWCA です。それぞれが本
気で「一人ひとりが大切にされる社会」を目指すなら、そ
こから何が創出されてくるか。わくわくどきどきします。
　2017 年度を始めるにあたり、あらためて「わたしたち
はそれを１人ではしない」と宣言したいと思います。160
年前のロンドンで、メアリーとエマが互いを「おもしろ
い！」と思い、尊敬して、協同というチャレンジに歩みだ
したように、神戸 YWCA も豊かな出会いと、尊敬と信頼、
新しい出発が次々と起こる場であれたらと願います。

総幹事　西本 玲子会長　宮田 泰子

3 月 11 日に定期会員集会を終え、2017 年度の新しい活動がスタートしました。今年度は
新会長が選ばれ、新総幹事を迎え、新運営委員も加わり、まさに新しい体制でのスタートと
なりました。そこで、新会長、新総幹事、運営委員に抱負と思いを書いていただきました。

　「一人ひとりが大切にされる社
会ってどんな社会なの？」わたし
自身、頭ではわかるような気がし
ますが、具体的に言葉で表そうと
思うとなかなか難しいです。私た
ちはこの 1 年を通して、是非この
ことをそれぞれの活動の中で、具
体的に話し、確認し、協働し、チャ
レンジし、1 年を振り返った時、それぞれの言葉で歩み
を語りあえるような YWCA でありたいと願います。
　神戸 YWCA の活動の一つひとつは、私たちの思いから生
み出される働きであり、そこでは多くの仲間が出会い、学び、
夢を語り合い、大切な時を一緒に過ごす喜びがあります。
　今年の標語聖句に「心を一つにし思いをひとつにして、
固く結びあいなさい。」（コリントの信徒への手紙一 1 章
10 節）が選ばれましたが、この聖句に後押しされなが
ら心を一つにし、思いを一つにして、2017 年のビジョ
ンと活動目標を道しるべに神戸 YWCA の働きを始めま
しょう。その働きが神と人々に喜ばれるものであるよう
に祈りつつ。
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真
しゃ し ん

　これは 50 年前
の古い上筒井会
館の庭です。お昼
休みにくつろぐ
職員たち。当時、
建物は木造で英

会話、オルガン、料理、英
文タイプなどのクラスがあ
り。上階のホステルには外
国人も宿泊。園遊会やシル
バーティー、楽しい催し物
が多くありました。1988
年に、新会館が建設され、
専門学校のカフェテリアで
手作りケーキを販売。ダー
クフルーツや結婚式用の
ケーキを夜遅くまで焼いた

のが懐かしい思い出です。
　2001 年、分室に移ってからも
ケーキグループを作り、8 年後閉
じましたが、今なお旧メンバーた
ちがバザーのケーキを製作してい
ます。　　　　　　　（笹本 宣子）

　2 月 4 日（土）、現在「ママの日本
語クラス」に参加されている李

り あんち

安琪さ
んより台湾の客

は っ か

家文化について学ん
だ。通訳に杜

とけいさん

蕙珊さん、参加者 18 人。
　会の中で、客家人の概要を学ん
だ後、客家語ミニレッスンを受け、
屏
へいとう

東の客家村を舞台とし、徴兵期間
に故郷での任務を命じられた青年を
主役として作られたビデオを観賞し
た。その中で多くの背景、文化、習
慣を知ることができた。登場人物が
アンチさんの知り合いであったり、

育った家のご近所が映し出され、非
常に身近に感じられる映像であった。
　勿論、李安琪さん手作りの客家料
理も味わうことができた。7 年塩漬
けした高菜で作られた汁、豆腐を発
酵させて作ったチーズ、特製の干し
エビの入ったおこわ等、興味深いも
のばかりであった。港

がんこう

口茶という烏
龍茶の一種でありながら緑茶のよ
うな味わいのお茶のデモンストレー
ションもあり、その後試飲、最後には、
客家文化に関するクイズ、質疑応答

と盛りだくさんな会となった。
　外国にルーツをもつ人たちが、さ
まざまな機会でエンパワーされ、地
域の人と交流でき、お互いを尊重し
合う場に YWCA がなれればと願って
いる。　（国際相互支援部・松浦 裕子）

　第 3 回は 1 月 28 日（土）、『自然エネルギーで
作る豊かな暮らし』をテーマに、宝塚すみれ発電
代表井上保子さんを迎え、第 1 号の手作り発電
から次々と新しい形で自然エネルギーを生み出し
ていく工程や仕組みなど興味深い話を聞いた。原
発に頼らない暮らしを目指すバイタリティーあふ
れる女性だった。参加者 22 人。
　最終回の第 4 回は 2
月 18 日（ 土 ）、「 安 保
関連法に反対するママ
と有志の会 @ 兵庫」の

羽田尚子さんを迎えた。『だれの子どももころさ
せない』に共感し、安保関連法廃止を求めて会を
立ち上げた経緯や活動について話していただい
た。ネットワークを大切にゆるやかに活動を続け
ている。参加者 16 人。
　全回を通して「つながる」ことの大切さを改め
て実感した。（伝明地 敦子）

第 97 回神戸 YWCA
定期会員集会

　集会は寺沢京子さんの礼拝をもっ
て、始まった。出席者 34 人。
　終始和気あいあいとした雰囲気
に包まれ、「私たち会員が共に歩め
る神戸 YWCA を目指した 1 年だっ
た」との鶴崎会長の報告、疑問点が
わかりやすく説明された会計報告
など、会員自身が運営する会である
ことを改めて認識できる、よい集会
になった。
　午後からは「語り場～神戸 Y あれ
これ」と題して、話し合った。最初に
今年度の会員活動を映像で振り返った
あと、「YWCA に関わって楽しかった
こと」を振り返りつつ、自己紹介。人
との出会い、学びがあった、活動にや
りがいがあったこと等が共有された。
次いで「これから YWCA が何かを変
えるとしたら何ですか」をゴールに置
いて、意見を出し合った。
　YWCA の活動、ミッションを自分
の地域につなぐための出前活動の実
施、子育て中の母親のための交わり
やサポート、「子どもの貧困」を理解
するための学習会実施、また、青少
年部を再び作り YWCA の考え方、活
動を次世代へつなぐことなど、前向
きなアイディアが次々と出た。今回
のように、グループや部を超え、古
くからの会員も新しい会員も共に話
し合う機会をもっと持ちたい、との
思いが強く感じられた。
　最後に日本 YWCA で企画された

「YWCA ファンを増やそう！動画プ
ロジェクト」のダンス動画を見て爆
笑しつつ、会はお開きとなった。

（斎藤 明子）

いま会いたい ☆ 私らしく生きる女性たち

羽田 尚子さん

井上 保子さん
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神戸YWCA被災者支援プロジェクト

カーロふくしまを会場に、福島市内で放
射線量を測るワークショップに参加する
神戸 YWCA メンバー。福島訪問の際に
はいつもカーロにお世話になっています。

カーロふくしまの
サポーターになってください！ 　カーロふくしまは、日本 YWCA

が運営する福島の拠点です。開設
されて 4 年以上がたちました。福
島に生きる女性や若者たちの未来
をつなぐ場でありたいと、語り場
や保養や放射能に関する情報提供、
心のケアや再生可能エネルギーの
学びなどを行なっています。
　そしてこのたび、カーロの運営
を応援いただくカーロ・サポーター
ズ制度ができました。ご支援は毎
月 500 円から。案内チラシは本館
2階事務所にて。　　　（西本 玲子）

2017 年度

神戸 YWCA 運営委員
梅澤昌子、小川佐由理、小野木愛、
掛橋智佳子、野村春美、宮田泰子、
山本かえ子

会長   宮田泰子
副会長 小川佐由理
  野村春美
書記  掛橋智佳子
  山本かえ子
会計  梅澤昌子

　YWCA のビジョンの中に「平
和憲法が生かされ、核も暴力もな
い社会」を目指すことが示されて
います。神戸 YWCA では、毎年「平
和集会」が催され、その時期に捉
えるべき社会問題を共に考え、語
り合う場を会員・会員外の方に提
供してきました。
　昨年秋「結婚って !?」と題して
語り合う会をもちました。そこで

「法律婚でなくても事実婚でいい
のでは？」、「精神の自由をもつこ
とは大切」、「結婚とは異文化理解
である」など、様々な興味深い意
見が出ました。また、自民党の改
憲案（24 条）のことも話題にの
ぼりました。
　改憲案には「家族は、社会の自
然かつ基礎的な単位として、尊重
される。家族は、互いに助け合わ
なければならない」とあります。

世界祈祷日
　３月３日（金）、日本基督教団神戸
聖愛教会にて、世界祈祷日の礼拝が
開かれた。
　今年のテーマは「わたしはあなた
に不当なことをしているか？」フィ
リピンからのメッセージ。まず、フィ
リピンの地理、歴史などが写真とと
もに紹介された。礼拝は、経済的な
公正を求める３人の女性の声を聞く
ところから始まった。人的資源、物
的資源は神が、すべての人に与えら
れたもので、力ある者が独り占めす
る世界に、「あなたに不当なことをし
ているか？」と神に問われ、考える
礼拝であった。参加者 153 人（神戸
YWCA からは 11 人）。

（キリスト教基盤部・野村 春美）

分室わいわいバザー
　少し肌寒かったが好天に恵まれ、恒
例の分室バザーが催された。ボラン
ティアを含め約 150 人の参加があり、
楽しい交流の時を過ごすことができ
た。多くの物品を寄贈くださった方々
と準備期間中や当日のボランティアに
心から感謝したい。　　　（宮田 泰子）

「家族が基礎単位になれば、個人
は尊重されないのでは？」「家族
の助け合いが義務化されたら、内
心の自由が奪われるのでは？」な
どの疑問が湧いてきました。
　そこで、今年度の平和集会では、
佛教大学で教鞭を取っておられ、
憲法学、ジェンダー法学がご専門
の若尾典子さんにお話していただ
き、皆で話し合う時間ももちたい
と考えています。
　皆で本音を語り、学び合いません
か。自分らしく生き生きとした人生
を送るために、ぜひご参加ください！

（平和活動部・寺沢 京子）

2017 年 5 月 20 日（土）
　　　　　　　  14:00 〜 16:00
講師：若尾 典子さん（佛教大学教授）
会場：神戸 YWCA 本館 5 階チャペル

	 	 　　				神戸 YWCA平和集会
これからは自分らしく生きていけなくなるかも？
　　　　　　　　　　　	―憲法 24条とわたしたちとの関係―
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会。財務規程案及び処務規程案
承認。春のランチョンについて
協議、他。3 月 27 日（水）第
7 回理事会。2017 年度事業計
画案及び予算案承認、他。

（総幹事・寺内 真子）

賛助員
篠原　悦子　　　 　 （敬称略）

職員異動
総幹事　西本玲子
まごの手所長　寺内真子
神戸 YWCA 学院長　西本玲子

編集後記
　世界も日本も息苦しい社会。
それだけ「一人ひとりが大切
にされる社会」というビジョ
ンを生かせる。新しい年度の
活動を望みたいです。（S・T）

神戸ＹＷＣＡ月刊紙広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成 20090402

● ちゃいやあらんど
「みんなで子育てを楽しもう !」

がコンセプト。ママと子どもたち
（0 歳〜幼稚園前）のグループ。

4 月 5 日（水）・19 日（水）11 時〜 15 時
参加費　100 円（1 回）
● 地域のお店くるくる
リサイクルファッションのお店
毎月第 3 木曜日オープン！
4 月 20 日（木）・5 月 18 日（木）
13 時〜 15 時 30 分

学院だより
　日本語コースは神戸市中央
区社会福祉協議会から「平成
28 年度中央区地域福祉ネット
ワーク事業助成金」の交付を
受け、日本に来たばかりで日
本語のコミュニケーションが
不十分な神戸市中央区在住の
6 ～ 18 歳の子どもの日本語初
期指導を実施。短期間で効果
的に「学習言語」を身に付け
るため、プロの日本語講師に
よる 45 分× 10 回（延長 5 回）
の日本語支援を行う。今まで
4 か月間で 4 人の支援が実現
した。（原田 雅子）

まごの手だより
　認知症になっても、本人の
意思が尊重され、できる限り
住み慣れた地域のよい環境で
暮らし続けられるように、神
戸市では、サポーター養成、
地域での見守り支え合い活動、
認知症カフェ、介護予防事業
を推進している。
　2 月 22 日（水）、寒空の中、
三宮あんしんすこやかセン
ターが中心になって、二宮地
域で認知症高齢者 SOS 声か
け訓練が実施され参加した。

　　　神戸 YWCA への
　　　おさそい

まごの手も、ほっとヘルパー
（認知症の人の見守り）を派遣
している。認知症の人にやさ
しいまちづくりができたらと
思う。　　（所長・松田 恵美子）

分室だより
　わいわいランチの容器が一
新します！新しい容器は軽く、
電子レンジにも対応。利用後
もリサイクル可能で、作業所
の仕事づくりに貢献します。
そのため料金は 50 円アップ
の 650 円。ぜひ引き続き、わ
いわいランチをご利用くださ
い！お問い合わせは分室へ。

（西本 玲子）

保育園だより
　2017 年、園児 6 人で始まっ
た保育園。少ない人数ではあり
ましたが、1 年でいろいろな体
験をしました。お弁当遠足、感
謝祭のスープづくりなど 2017
年度も「心を動かす体験」を大
人と子どもも一緒になって楽し
みたいと思います。

（園長・梅川 玲子）

運営委員会報告
（2 月）【報告】▶定期会員集会
①指名委員会 / 推薦委員確定

②標語聖句候補３つ決定▶第 1
回日本 YWCA 運営委員会【議
事】▶第 96 回定期会員集会議
事録、活動報告（運営委員会
部分）承認▶ 2017 年度活動
計画案検討①ファンドレイジ
ング実行委員会② 100 周年記
念事業準備委員会③ファンド
レイジング委員会▶ 2016 年
度決算・2017 年度予算案およ
び組織図検討▶定期会員集会
役割担当　　（書記・野村 春美）

理事会報告
　2 月 4 日（水）第 6 回理事

● カフェもぐもぐ
若年性認知症の人と仲間たちのカフェ。
4 月 8 日（土）10 時〜 15 時
参加費　300 円　
＊昼食はカレーを作って食べます。

（要予約、別途食事材料代が必要）。

● 中国医療気功（学院文化教養コース）
4 月 11 日（火）〜 9 月 12 日（火）（前期）
14 時〜 15 時 30 分
受講料　9,828 円（税込）

神戸 YWCA 本館：神戸市中央区二宮町 1-12-10　tel. 078-231-6201
神戸 YWCA 分室：神戸市中央区坂口通 5-2-16　  tel. 078-221-5111

本館

分室

分室

分室

会費納入の
ご案内

2017 年 度（2017 年 4 月
～ 2018 年 3 月）会費・会
友費のお支払いをお願いい
たします。
2016 年度の会費が未納の方
は、併せてお納めください。

＊特別な事情により会費の
支払いが困難な場合は、「年
会費減額制度」があります
ので、事務局にご相談くだ
さい。

神戸 YWCA・YMCAイースター早天礼拝 

メッセージ「死を超えて」
榮 厳 伝道師 （日本基督教団 神戸栄光教会）

イースター早天礼拝は、1922 年 4 月に諏訪山金星台でもた
れた復活節早朝讃美礼拝にはじまり、今日まで守られてきた
もので、今回で 95 回目を迎えます。

日時　4 月 16 日（日） 7:00 〜 8:00
場所　神戸東遊園地（神戸市役所南側）
　　　＊雨天の場合は神戸 YMCA 三宮会館チャペルにて
　　　　（中央区加納町 2-7-11） 当日 6 時 15 分に決定します
　　　　　ので、下記電話番号へお問い合わせください）
電話　078-241-7201（神戸 YMCA）

礼拝後に、あたたかい飲み物を飲みながら歓談のひと時が
ございます。（イースターエッグもお持ち帰りいただけます）

2017.6.11（日）
人と地球にやさしいファッションを。
エシカルファッションフェスティバル
＠神戸 YWCA本館

今日は
いつもとちがう
わたし。


